
電力系統用 

CAT. NO. SHA-02



マルチトランスデューサ 

特　　徴 

形名の構成 

ＳＨＡ形マルチトランスデューサは、１系統の配線で、電圧・
電流・電力・無効電力・力率・周波数などの電気諸量を同
時に測定できる、高密度実装形の電力用トランスデューサ
です。 
 
最大１０点のアナログ出力と２点のパルス出力を実装できま

ＳＨＡ－□□－□－□ 

入力回路及び入力の定格 
内　　　　　容 記号 

１１ 
１２ 
２１ 
２２ 
３１ 
３２ 
４１ 
４２ 

単相２線   １００Ｖ ５Ａ 
単相２線   ２００Ｖ ５Ａ 
単相３線 ２ × １００Ｖ ５Ａ 
単相３線 ２ × ２００Ｖ ５Ａ 
三相３線   １１０Ｖ ５Ａ 
三相３線   ２２０Ｖ ５Ａ 
三相４線   １１０／√３Ｖ ５Ａ 
三相４線   ２２０／√３Ｖ ５Ａ 

その他 
（□は１：単相２線、２：単相３線、３：三相３線、４：三相４線） 
 

□９ 

出　　力 
内　　　　　容 記号 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

（－１００～）０～１００ｍＶ 
（－１～）０～１Ｖ 
（－５～）０～５Ｖ 
（－１０～）０～１０Ｖ 
１～５Ｖ 
（－１～）０～１ｍＡ 
（－１０～）０～１０ｍＡ 
４～２０ｍＡ 
その他 

＋パルス２回路 
＋パルス２回路 
＋パルス２回路 
＋パルス２回路 
＋パルス２回路 
＋パルス２回路 
＋パルス２回路 
＋パルス２回路 

補助電源電圧 
内　　　　　容 記号 

１ 
２ 
９ 

ＤＣ １９～３１Ｖ 
ＡＣ ８０～２６４Ｖ、ＤＣ ８０～１４３Ｖ 
その他 

【１】 



共通仕様 

【２】 

測定要素 

性　　能 

●アナログ出力 
電流（３点）、電圧（３点）、電力、無効電力、力率、周波数、デマンド電力、デマンド電流（３点）のうち最大１０点。 

●パルス出力 
電力量（受電）、電力量（送電）、無効電力量（受電、遅）、無効電力量（受電、進）のうち、最大２点。 

使用条件 

●使用温度範囲 －１０℃～＋５５℃ 

●保存温度範囲 －３０℃～＋７０℃ 

●相 対 湿 度 ８５％以下（結露しないこと） 

構　　造 

●材 質（外箱） 鉄（塗装色：黒） 

●端 子 ネ ジ Ｍ４（入力端子）、Ｍ３（出力端子） 

●質　　　　量 １.６ｋｇ 

電　　流 
測定量 

項　目 
電　　圧 電　　力 無効電力 力　　率 周 波 数  

デマンド 
電　　力 

デマンド 
電　　流 電 力 量  

無　　効 
電 力 量  

階　級（ＪＩＳＣ１１１１） 

許 容 差 ％  

応 答 時 間 Ｓ  

出 力 リ ッ プ ル ％  

温 度 の 影 響 ％  

電 圧 影 響 ％  

補助電源電圧の影響％ 

電 流 の 影 響 ％  

周 波 数 の 影 響 ％  

力 率 の 影 響 ％  

波 形 の 影 響 ％  

連 続 過 負 荷 耐 量  

瞬 時 過 負 荷 耐 量  

絶 縁 抵 抗  

商 用 周 波 耐 電 圧  

イン パ ル ス 耐 電 圧  

０.５ 

±０.５ 

０.５ 

±０.５ 

１ 

１ 

０.５／１０℃ 

０.２５ ０.２５ 

０.２５ 

０.２５ １.０ 

１.０ ０.５ ０.５ 

定格電圧・電流の１２０％、２時間 

電圧入力：定格の２倍、１０秒　　電流入力：定格の４０倍、１秒 

入力、出力、補助電源、外箱の各相互間、１００ＭΩ以上 

ＡＣ２０００Ｖ、１分間　　ただし、出力一括と外箱間はＡＣ５００Ｖ、１分間 

６.０ｋＶ　１.２／５０μＳ 

０.５ ０.５ 

０.２５ ０.５ ０.２５ 

１.０ 

１.０ 

０.５ 

２.０ 

時限による 

±１.０ 

２.０ 

±２.０ ±２.０ ±２.５ 



【３】 

入力の仕様 

使 用 回 路  

単 相 ２ 線  

単 相 ３ 線  

三 相 ３ 線  

三 相 ４ 線  

入力の定格、動作範囲、消費ＶＡ 

記 号  

１１ 

１２ 

２１ 

２２ 

３１ 

３２ 

４１ 

４２ 

１００Ｖ 

２００Ｖ 

２×１００Ｖ 

２×２００Ｖ 

１１０Ｖ 

２２０Ｖ 

１１０／√３Ｖ 

２２０／√３Ｖ 

０～１５０Ｖ 

０～３００Ｖ 

０～１５０Ｖ 

０～３００Ｖ 

０～１５０Ｖ 

０～３００Ｖ 

０～８６.６Ｖ 

０～１７３Ｖ 

０.１ＶＡ 

０.２ＶＡ 

０.１ＶＡ 

０.２ＶＡ 

０.１１ＶＡ 

０.２２ＶＡ 

０.０４ＶＡ 

０.０８ＶＡ 

電 圧 入 力  

動作範囲  消費ＶＡ 定格値  動作範囲  定格値  

０～６Ａ ０.５ＶＡ ５０／６０Ｈｚ ４５～６５Ｈｚ ５Ａ 

動作範囲  消費ＶＡ 定格値  

電 流 入 力  周 波 数  

入力範囲 

各測定要素ごとの、入力範囲（出力に対応する入力の測定範囲）は、下記の製作範囲内でご指定下さい。 
測 定 量  定   格  

５Ａ 

５０／６０Ｈｚ 

０～５Ａ ０～６Ａの内で　１.５Ａ以上のスパン 

０～１５０Ｖの内で　３５Ｖ以上のスパン 

０～３００Ｖの内で　７０Ｖ以上のスパン 

－６２５～＋６２５Ｗ内で　１００Ｗ以上のスパン 

－１２５０～＋１２５０Ｗの内で　２００Ｗ以上のスパン 

－１２５０～＋１２５０Ｗの内で　２００Ｗ以上のスパン 

－２５００～＋２５００Ｗの内で　４００Ｗ以上のスパン 

４５～６５Ｈｚの内で　４Ｈｚ以上のスパン 

定格電圧、定格電流でのパルス出力が、 
１００００パルス／１時間以下の範囲で製作可能 

標 準 仕 様  製 作 可 能 な 範 囲  

◆上記以外の定格値については、お問い合せ下さい。 

　電圧入力は、４４０Ｖ以下の定格値に対応可能です。 
　電流入力は、１Ａ定格も製作可能です。 

◆消費ＶＡは、各入力素子ごとの値です。 

◆デマンド電流、デマンド電力の時限は、ご指定下さい。（標準仕様は、３０分。　製作範囲は１～６０分。） 

電　　流 

デマンド電流 

電　　力 

デマンド電力 

無効電力 

力　　率 

周 波 数  

電 力 量  
無効電力量 

電　　圧 
１００Ｖ、１１０Ｖ、１１０／√３Ｖ 

２００Ｖ、２２０Ｖ、２２０／√３Ｖ 

１００Ｖ、５Ａ 

２００Ｖ、５Ａ 

１００Ｖ、５Ａ 
１１０Ｖ、５Ａ 

１１０／√３Ｖ、５Ａ 

２００Ｖ、５Ａ 
２２０Ｖ、５Ａ 

２２０／√３Ｖ、５Ａ 

１Ｐ２Ｗ 

１Ｐ３Ｗ 

３Ｐ３Ｗ 

３Ｐ４Ｗ 

０～１５０Ｖ 

０～３００Ｖ 

０～５００Ｗ 

０～１０００Ｗ 

０～１０００Ｗ 

０～２０００Ｗ 

４５～６５Ｈｚ 

４５～５５Ｈｚ 

５５～６５Ｈｚ 

指定による 

ＬＥＡＤ ６２５～ＬＡＧ ６２５ｖａｒの内で 
　　　　　　　　　　　　　　　１００ｖａｒ以上のスパン 
ＬＥＡＤ １２５０～ＬＡＧ １２５０ｖａｒの内で 
　　　　　　　　　　　　　　　２００ｖａｒ以上のスパン 

ＬＥＡＤ １２５０～ＬＡＧ １２５０ｖａｒの内で 
　　　　　　　　　　　　　　　２００ｖａｒ以上のスパン 

ＬＥＡＤ ２５００～ＬＡＧ ２５００ｖａｒの内で 
　　　　　　　　　　　　　　　４００ｖａｒ以上のスパン 

ＬＥＡＤ ０～１～ＬＡＧ ０の内で　０.５以上のスパン 

１００Ｖ、５Ａ 

２００Ｖ、５Ａ 

１００Ｖ、５Ａ 
１１０Ｖ、５Ａ 

１１０／√３Ｖ、５Ａ 

２００Ｖ、５Ａ 
２２０Ｖ、５Ａ 

２２０／√３Ｖ、５Ａ 

１Ｐ２Ｗ 

１Ｐ３Ｗ 

３Ｐ３Ｗ 

３Ｐ４Ｗ 

ＬＥＡＤ ＬＡＧ 
５００～０～５００ｖａｒ 

ＬＥＡＤ ＬＡＧ 
０.５～1～０.５ 

ＬＥＡＤ ＬＡＧ 
１０００～０～１０００ｖａｒ 

ＬＥＡＤ ＬＡＧ 
１０００～０～１０００ｖａｒ 

ＬＥＡＤ ＬＡＧ 
２０００～０～２０００ｖａｒ 



【４】 

出力の仕様 

アナログ出力 

パルス出力 

記 号  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

（－１００～）０～１００ｍＶ 

（－１～）０～１Ｖ 

（－５～）０～５Ｖ 

（－１０～）０～１０Ｖ 

１～５Ｖ 

（－１～）０～１ｍＡ 

（－１０～）０～１０ｍＡ 

４～２０ｍＡ 

その他 

６００Ω～∞ 

６００Ω～∞ 

２.５ｋΩ～∞ 

５ｋΩ～∞ 

２.５ｋΩ～∞ 

０～１０ｋΩ 

０～１ｋΩ 

０～６００Ω 

出 力 範 囲  負 荷 抵 抗  製 作 範 囲  

電圧出力：最大 １０Ｖ、負荷電流 ２ｍＡ以下 

電流出力：最大 ２０ｍＡ、負荷電流 １２Ｖ以下 

補助電源の仕様 

記 号  

１ 

 

２ 

ＤＣ ２４Ｖ 

ＡＣ １００、１１０Ｖ 

ＡＣ ２００、２２０Ｖ 

ＤＣ １００、１１０Ｖ 

ＤＣ １９～３１Ｖ 

ＡＣ ８０～２６４Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

ＤＣ ８０～１４３Ｖ 

定 格 電 圧  使 用 範 囲  

１０Ｗ以下 

１２ＶＡ以下（ＡＣ） 

７Ｗ以下（ＤＣ） 

消 費 ＶＡ 

１. 形名 

ＳＨＡ －□□ －□ －□ 

２. 定格 ３. 補助電源 ４. 出力 

（　）内は無効電力、力率など、入力に極性のある場合に適用します。入力の極性と出力の関係は、ＬＥＡＤが負、ＬＡＧが 
正を標準としていますが、逆の特性も製作できます。出力が例えば０～５０～１００ｍＶなどの場合は、記号９として下さい。 
また、潮流のある回路への対応も可能です。お問い合せ下さい。 

アナログ出力は上記以外に順序を変えて指定する事ができます。 
また、出力数が１０要素より少ない場合は、原則として前に詰めて装着します。 

●半導体リレー （Ｐｈｏｔｏ ＭＯＳ）出力　１ａ接点 

●最 大 定 格 ＡＣ １２５Ｖ又はＤＣ １２５Ｖ、０.１Ａ 

●パ ル ス 幅  ２００ｍＳ 

注文時指定事項 

［例］ＳＨＡ－３１－２－８ ＶＴ：６６００／１１０Ｖ 

ＣＴ：４００／５Ａ 

ＣＨ.１～ＣＨ.３ ： ０～９０００Ｖ（Ｖ１２、Ｖ２３、Ｖ３１） 

ＣＨ.４～ＣＨ.６ ： ０～４００Ａ（Ａ１、Ａ２、Ａ３） 

ＣＨ.７ ： ０～４０００ｋＷ 

ＣＨ.８ ： ＬＥＡＤ ４０００～０～ＬＡＧ ４０００ｋｖａｒ 

ＣＨ.９ ： ＬＥＡＤ ０.５～１～ＬＡＧ ０.５ 

ＣＨ.１０ ： ４５～５５Ｈｚ 

ＰＵＬＳＥ １ ： 電力量 １ｐｕｌｓｅ／１０ｋｗｈ 

ＰＵＬＳＥ ２ ： 無効電力量 １ｐｕｌｓｅ／１０ｋｖａｒｈ 



【５】 

各部の名称及び機能 

外形図 

①入力端子（Ｍ４） 

②出力端子（Ｍ３） 

③表示器 

④出力調整ボリューム 

⑤設定スイッチ 

動作時  
異常時  

点　灯  
点　滅  

１２３４５６７８  

ＯＮ 
ＯＦＦ 

（１５９） （１５２） 

１２０ 

６ 

１１
０
 

１２
３
 

Ｍ３ネジ 

Ｍ４ネジ 

ＰＵＬＳＥ１　出力の乗率が×１０になります。 

ＰＵＬＳＥ１　出力の乗率が÷１０になります。 

ＰＵＬＳＥ２　出力の乗率が×１０になります。 

ＰＵＬＳＥ２　出力の乗率が÷１０になります。 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

機能（ＯＮにしたときの動作） Ｎｏ 

出力の下限側にリミッタを付加します。 

出力の上限側にリミッタを付加します。 

メーカー設定用 
（通常はＯＦＦのままとして下さい。） 

1

2

3

4

5

設定を有効にするときは一度、電源を切って下さい。 



【６】 

結線図 

特殊な用途でのご使用について 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 
Ｐ１ 

１ 
Ｇ 

２ 
Ｓ１ 

３ 
Ｓ２ 

Ｐ２ Ｐ３ Ｐ０ １Ｓ １Ｌ ２Ｓ ２Ｌ ３Ｓ ３Ｌ 

※（－） （＋）※ 

AUX. 
SUPPLY

１ 
２ 
３ 
０ 

SOURCE LOAD

３Ｐ４Ｗ 

３Ｐ３Ｗ、１Ｐ３Ｗ 

１Ｐ２Ｗ 

４ ５ ６ ８ ９ １２ １３ 
Ｐ１ 

１ 
Ｇ 

２ 
Ｓ１ 

３ 
Ｓ２ 

Ｐ２ Ｐ３ １Ｓ １Ｌ ３Ｓ ３Ｌ 

※（－） （＋）※ 

AUX. 
SUPPLY

１ 
２ 
３ 

SOURCE LOAD

４ ５ ８ ９ 
Ｐ１ 

１ 
Ｇ 

２ 
Ｓ１ 

３ 
Ｓ２ 

Ｐ２ １Ｓ １Ｌ 

※（－） （＋）※ 

AUX. 
SUPPLY

１ 
２ 

SOURCE LOAD

８ ９ １０ １１ １２ １３ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ＩＮＰＵＴ 

ＯＵＴＰＵＴ 

１５ １７ １９ ２１ ２３ ２５ ２７ ２９ ３１ ３３ 35 ３７ 

１４ １６ １８ ２０ ２２ ２４ ２６ ２８ ３０ ３２ ３４ ３６ 

●入力部結線図 ●端子番号 

●出力部結線図 

※ＤＣ２４Ｖ電源仕様のみ極性があります。 

１５ １７ １９ ２１ ２３ ２５ ２７ ２９ ３１ ３３ ３５ ３７ 

１４ １６ １８ ２０ ２２ ２４ ２６ ２８ ３０ ３２ ３４ ３６ 

＋ 

－ 

ＣＨ.１ 

＋ 

－ 

ＣＨ.２ 

＋ 

－ 

ＣＨ.３ 

＋ 

－ 

ＣＨ.４ 

＋ 

－ 

ＣＨ.５ 

ＯＵＴＰＵＴ ＰＵＬＳＥ 

＋ 

－ 

ＣＨ.６ 

＋ 

－ 

ＣＨ.７ 

＋ 

－ 

ＣＨ.８ 

＋ 

－ 

ＣＨ.９ 

＋ 

－ 

ＣＨ.１０ １ ２ 

アナログ出力（ＣＨ.１～ＣＨ.１０）は、－側が内部で接続されています。 

本カタログに記載の標準的な仕様以外にも広範囲に製作可能です。お問い合せ下さい。 

［例］ ・入力のＶＴ、ＣＴ定格が特殊なもの。 
 ・無効電力測定で、ＬＥＡＤで正、ＬＡＧで負の出力とするもの。 
 ・受電電力と送電電力を個々に出力したい。 
 ・潮流のある回路で、４象限の力率測定が必要。 
 ・皮相電力が測定したい、など。 
 



【７】 

取扱い上の注意 

使用環境について 

周囲の環境は、製品の寿命に直接影響します。できるだけ、高温、高湿、急激な変化などを避け、結露などのないように配慮
して下さい。 

【使用環境範囲】 －１０℃～＋５５℃ 

【保存温度範囲】 －３０℃～＋７０℃ 

【 相 対 湿 度 】 ８５％以下 

●腐食ガス 
硫化ガス、アンモニアガスなど腐食性ガスの発生する場所は避けて下さい。 

●振動・衝撃 
使用状態での連続的な振動、衝撃は避けて下さい。 
振動、衝撃の耐量として、下記条件で試験して異常のないことを確認しておりますので、輸送時などの目安として下さい。 

振 　動：振動数１６.７Ｈｚ　複振幅４㎜の振動をＸ、Ｙ、Ｚ方向に各１時間 

衝　 撃：４９０ｍ／Ｓ２の衝撃をＸ、Ｙ、Ｚ方向に正逆各３回（ＪＩＳ Ｃ １１１１ ＡＣ－ＤＣトランスデューサによる） 

●その他 
上記以外の特殊な環境で使用される場合は、あらかじめご相談下さい。 

結　線 

●接続方法 
製品は、結線図が貼り付けてあります。また、このカタログの結線図の頁も参考にして、端子記号の通りに正しく接続して
下さい。 
ＶＴ、ＣＴの二次側は安全のため、特に高圧回路では、片側を接地してご使用下さい。 

●注　意 
トランスデューサでは、特に入力の相順、ＶＴ、ＣＴの極性についての誤接続が発生しやすく、しかも、設置後の調査、発見
も難しくなりますので、注意が必要です。正しい接続は一種類に限られますが、誤接続は数十種類にも及び、そのいずれも
正しい出力を得ることはできません。つぎに正しい接続図と、代表的な誤接続の例を示しますので、参考にして下さい。 

使用するケーブルは、十分に余裕のある線径を使用して下さい。とくに電流入力に接続するケーブルは、過電流を考慮し
た選択が必要です。なお、本製品は、電圧入力に同期して内部の演算を行っています。このため、電圧入力のない状態で、
電流のみを通電して測定しようとすると、正しい結果が得られない場合があります。電流入力のみを測定したい場合も、必
ず電圧入力を加えて下さい。 

●出力の配線 
トランスデューサの出力の配線は、入力や電源のケーブルからできるだけ離して配置するのが、ノイズの面から有利です。
使用環境に応じて、ツイストペア線、シールド線などを使用して下さい。 

●補助電源 
補助電源がＤＣ２４Ｖの製品は、補助電源端子に極性があります。逆に接続すると動作しません。電源仕様がＡＣ８０～２６４Ｖ、
ＤＣ８０～１４３Ｖの製品は、電源端子に極性はありません。どちらに接続しても正常に動作いたします。 

●接地端子（Ｇ端子） 
安全のため、また、動作の安定のため、接地端子を接続して下さい。接地端子は、他の電気回路とは絶縁されています。 
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●パルス出力は、下図の構成です。定格内の電圧、電流でご使用下さい。 
インダクタ、リレーなどを駆動されるときは、必ずサージキラーなどを、過電圧の加わらないような対策をして下さい。 

なお、パルス出力と他の回路間、２つのパルス出力間は、それぞれ絶縁されてます。 

●未使用端子は、中継端子として使用しないで下さい。また、使用しない出力チャンネルは、開放のままとし、何も接続しな
いで下さい。 
電流出力の場合、出力を使用しないときは、短絡する必要はありません。開放のままにしておいて下さい。 

●接続作業は、必ずネジが確実に締めてあることを確認して、端子カバーを取り付けて下さい。 

使用範囲外の条件での動作について 

●性能の保証範囲 
各機種毎の製作使用の入力及び出力の範囲内で性能を規定しています。 

●入力範囲外の条件での動作について 
「入力範囲」の上限を超えた入力信号に対し、出力は約１２０％までは、ほぼ直線的に増加します。それ以上の過大入力に対
し、出力は約１２０％で固定されますが、機器の破損、故障につながる場合がありますので、注意が必要です。 
「入力範囲」の下限を超えた入力信号の時、出力は、マイナス方向へ約２０％までは、直線的に延長した値になります。 
なお、設定スイッチにより、上限１００％、下限０％に制限することが可能です。（５頁をご覧下さい。） 

●負　荷 
負荷抵抗が「負荷抵抗範囲」内であれば、出力は定電圧又は定電流動作をしますので、負荷抵抗の変化による変動はきわ
めて小さくなっています。 

電圧出力：負荷抵抗が「負荷抵抗範囲」より小さな値になると、出力は飽和し、誤差は大きくなります。 

電流出力：「負荷抵抗」には接続するケーブルの導線抵抗を含めて考えて下さい。負荷抵抗が「負荷抵抗範囲」より大き
な値になると、出力端子間の電圧が１２Ｖまでは正常な出力電流が流れますが、それ以上では飽和して、誤差
が大きくなります。 

●出力端子の開放及び短絡 
電圧出力、電流出力にかかわりなく、出力を短絡又は開放しても機器に悪影響を与えることはありません。 

電圧出力を短絡した場合：最大２０ｍＡ程度の電流が出力端子間に流れます。 

電流出力を開放した場合：最大２０Ｖ程度の電圧が出力端子間に生じます。 

ＤＣ 

ＡＣ 

ＳＨＡ 負荷 

保守・校正 
●保　守 
トランスデューサは特性が安定しており、定期的な保守、点検及び部品交換などを必要とするところはありません。 
 
●出力調査 
表面パネルに各出力チャンネルごとに「ＳＰＡＮ」「ＺＥＲＯ」の調整器を備えています。 
「ＳＰＡＮ」は出力スパンの約１０％、「ＺＥＲＯ」は出力スパンの約５％の範囲で調整が可能です。 
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内部ブロック図 

●校　　正 
製品は出荷時に調整しておりますが、再調整の必要なときは、入力信号および出力信号の測定可能な標準計器を用意した
うえで、以下の手順で調整して下さい。 

① 入力、出力に標準計器を接続し、補助電源を加えて、１５分以上ウォーミングアップします。 

② 入力に入力範囲の下限に相当する信号を加え、対応する出力になるように「ＺＥＲＯ」を操作します。 

③ 入力に入力範囲の上限に相当する信号を加え、対応する出力になるように「ＳＰＡＮ」を操作します。 

④ ②、③を繰り返して、完全に調整できたことを確認します。 

⑤ 入力範囲内の各点で入出力特性を確認します。 

以上で調整は終了です。 

なお、パルス出力については、再調整はできません。 
（設定スイッチを変更することにより、乗率を出荷時の値の×１０又は×０.１にできます。） 

正常な動作をしないとき 

内部動作説明 

製品が正常な動作をしない場合は、以下を確認のうえ、当社まで御一報下さい。 

① 補助電源の電圧は使用範囲内ですか？………電圧計で測って下さい。 
　 電源仕様がＤＣ２４Ｖの製品は、電源端子に極性があります。正しく接続されてますか？ 

② 入力信号の極性は合っていますか？………検相器で確認してみて下さい。 

③ 入力信号に異常なノイズが混入していませんか？………オシロスコープで観測して下さい。 

④ 力率測定では、回路電流が少ないと正常に動作しません。………電流を測定して下さい。 
（正常な動作には定格電流の１／５以上の電流が必要です。電流が少なすぎる場合には、ＣＴ比の変更などの対策が必
要です。） 

なお、御連絡の際は、動作異常の状況とともに、形名、入力、出力、製造番号をお伝え下さい。 
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注）上図は三相３線式の構成を示したものです。単相２線式、三相４線式では、入力のＶＴ、ＣＴの数が異なります。 
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動作の概要 

①電圧入力、電流入力はそれぞれＳＨＡ内部の小型ＶＴ、ＣＴにより絶縁されて、入力回路で各入力に比例した信号として
検出されます。 

②ＭＰＸ（マルチプレクサ）及びＡ／Ｄ変換器で各入力信号は、高速でサンプリングされ、デジタル値としてＣＰＵに与えら
れます。 

③ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭで構成された演算部で各測定量が演算され、アナログ出力・パルス出力として外部へ出力いたし
ます。 

測定原理 

①電圧、電流 
高速サンプリングした値を、入力の１周期間について、２乗して積算し、結果を開平します。それにより、 
入力の波形が歪んでいる場合にも、正しく実効値を測定いたします。 

②電　　力 
電圧入力、電流入力をそれぞれ高速サンプリングした値を乗算し、入力の１周期間について積算することにより、電力値を
得ています。三相３線式では、２電力計法の原理により、又、三相４線式では、３電力計法の原理により、各相ごとの電力を
加算することにより、全体の電力値を得ています。 

③無効電力 
電力値の測定と同様に、電圧入力と、電流入力のサンプリング値を乗算しますが、その際、入力の周期の９０°分を移相させ
て乗算いたします。 
その結果、無効電力量が得られます。電力の場合と同様に三相３線式、三相４線式では、各相ごとの無効電力を加算するこ
とにより、全体の無効電力値を得ています。 

④力　　率 
力率は、電力値及び無効電力値から下記の式で計算いたします。 

ＰＦ＝Ｗ／√（Ｗ２＋ｖａｒ２） 
なお、動作原理の異なる計器との間では、力率の値が異なることがありますので、ご注意下さい。 

⑤周波数 
周波数は、電圧入力の波形の周期をカウンタにより検出し、周波数演算しています。 

⑥デマンド電力、デマンド電流 
デマンド電力、デマンド電流は、上記の電力又は電流の値をデマンド時限に応じて積算することにより、熱動型のデマンド
値を得ています。補助電源の投入時に、０にリセットされ、積算を開始します。 

⑦電力量、無効電力量 
電力量、無効電力量は、上記の電力、又は無効電力の値を一定の時間間隔で積算することにより得ています。電力量、無
効電力量は、補助電源の投入時に、０リセットされ、積算を開始します。 
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安全上のご注意 

●本製品の取扱いは、製品を正しくご使用いただくため、
十分な知識と技能を有する人が行って下さい。 

●結線は接続図を十分に確認のうえ、誤接続のないように
接続して下さい。 

●ネジは確実に締めて下さい。ネジの緩みは、発熱、焼損
の原因になります。 
接続後、端子カバーを装着して下さい。 

●定格を超えた仕様で使用しないで下さい。故障、事故の
原因になります。 

●充電部には触れないで下さい。保守、点検時には必ず回
路を断路して下さい。 

本 社  
営 業 部  

東京営業所  
　 

名古屋営業所 

〒533-0021 大阪市東淀川区下新庄3丁目10番17号 
TEL 06（6329）2441　FAX 06（6328）4112 

〒223-0058 横浜市港北区新吉田東8丁目47番27号 
TEL 045（542）8201～3　FAX 045（541）3989 

〒460-0003 名古屋市中区錦1丁目7番32号　名古屋ＳＩビル6F 
TEL 052（219）7780　FAX 052（219）7781

ホームページ http://www.toyokeiki.co.jp/
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